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 当市には海から山までの豊かで多彩な自然資源、産業資源があり、その恵ま

れた生産条件を活かして、県北地域最大の食料供給の担い手として市の基幹産

業である農業が発展してきました。 

 新発田市農村マスタープランは、「豊かなる大地」を基盤として、農業者が自

信とやる気の持てる農業を確立し、自然との共生のもと、継続的な発展が期待

できる農業・農村を実現するため、平成１３年度を初年度とした１５年間の計

画として作成し、その後、豊浦町、紫雲寺町及び加治川村との合併を機に新生・

新発田市として一部改訂をいたしました。 

 その間に、人口減少や高齢化による農業就業者の減少や耕作放棄地の増加が

進行し、今後も米の国内消費量の減少や食のグローバル化など農業・農村にと

って新たな時代を迎えようとしております。 

 当市は「住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた」を市の将来都市

像に掲げ、「少子化対策」「産業振興」「教育の充実」を重要な視点と位置付けま

ちづくりを進めております。その中の「産業振興」を実現するために農業・農

村が極めて重要な役割を担っております。 

 このような中で、「新発田市まちづくり総合計画」の見直し、農業の現状や農

業を取り巻く情勢の変化などへの整合性を図るため、この度、本マスタープラ

ンを改訂することといたしました。 

今後は、本マスタープランの推進にあたり観光や商工業との連携を図りなが

ら、「共創」理念のもと食（食育）を通じての「食の循環によるまちづくり」を

推進し、いきいきとした農業・農村づくりに積極的に取り組んでまいりますの

で、市民の皆さまの深いご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

平成２８年８月 

 

新発田市長 二階堂 馨 
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